
 

また、池坊では花を生ける

時、点と線と面を大切にする。

点と線と面を表す花材を組み

合わせると、良い作品になると 

いう。例えば、カスミソウの花とヒペリカムの実が

点で、レモンリーフやアレカヤシの葉が面を表す。

スチールグラスや柳などの枝は線を表す。このよ

うに点、線、面の要素を持つ植物を３点、組み合わ

せてみてほしい。生け花の心得がなくとも、いつも

の花瓶に、いつもとちょっと違った感じに生けら

れて楽しめると思う。 

私はこの点と線と面。自分の人生にも当てはま

るような気がする。点は自分自身であり、パーソナ

ルなところ。葉は職場や家族、趣味の仲間、友人な

どコミュニティーの塊。そして線は面と点を繋ぐ

役割である。個人の周りにはいろんなコミュニテ

ィーがあり、それらが繋がり調和する。これらのバ

ランスがうまくとれると、個人として耀くだけで

なく、個人が他を輝かせ、他が個人を輝かせる。そ

うやって自分の人生という作品を、作り上げてい

るように思うのだ。 

鋏が小気味よい音で私の迷いを断ち切る。 

未熟な私にも花は黙って咲

き、黙って散ってゆく。ものを

言わない花だが、共に生きてい

るものとして、花と心を通い合

わせてゆきたい。そしてこれか

らも花の心、人の心を大切に歩

んでいきたいと思う。                                          

 

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板春号をお届けします！  

生 け 花 と 私 

佐藤 妃富美  

今年は雪どけも早く、暖かな日が続いた。花が

咲くと賑やかになり嬉しい。  

私は熱しやすく、冷めやすい性格なのだが、花

が好きなせいか趣味として始めた生け花が、１５

年ほど続いている。友人に誘われたのだが、最初

のころはさほど熱心ではなく、ゆるゆるとしたお

稽古だった。それが良かったのかもしれない。そ

んな私であったが、最近お花に向き合う姿勢が変

わった。  

仕事で辛い思いが何日か続いていた。そんな

時、お花のお稽古があった。重い気持ちで、でき

ればお稽古なんてお休みしたいという気持ちで

あった。しかし実際にお花を見ると心が和んだ。

この個性的に曲がった枝を生かしてあげたいな。

その枝と花と葉を調和させるには、どんなふうに

生けたらいいのかな。などと生けることに向かい

合っていたら、すっかり辛い事など忘れてしまっ

ていた。状況は何も変わらないのに、心は軽くな

っていた。そしてまだ頑張れるような気がしてき

たのだ。  

私は池坊の先生に師事している。池坊の花伝書

に「花を挿すではなく、花をいけるという言葉は、

花を美しく生かし、いける人もともに生かされて

いることを意味する。」とある。私はお花に向か

い合うことによって、生かされているのかもしれ

ない。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋田県運営部への問い合わせなどにご利

用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換え

てご利用ください  

 

 

 

 

 


